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第第11章章: : OpenOLAP ViewerOpenOLAP Viewerの概要の概要
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OpenOLAP Viewerのメニュー

OpenOLAP Viewerのメニュー

レポート
システム管理者が作成したレポートを閲覧できる。レポートは効率的に検索できるようフォルダに格納されてい

る。レポートに対して、ディメンション操作、ドリル操作、値の絞込み、色設定を行うことができる。

管理

レポートの新規作成、フォルダやレポートの名称変更、移動、削除を行うことができる。
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OpenOLAP Viewerの画面構成

ツリー画面ツリー画面 サブ画面サブ画面

ビュービュー

ツールバーツールバー

OpenOLAP Viewerの画面構成

ツリー画面
レポートや管理メニューを選択できる。

サブ画面
レポートやレポート新規作成、フォルダ管理などの画面を表示する。

ツールバー
レポート画面で表示される。レポートに対して実行できるボタン群。

ビュー
レポートを表示する。
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ビューの構成

ページエッジ

行エッジ

列エッジ

データセル

ビューの構成

行エッジ
レポートの行データが表示されている部分。

列エッジ
レポートの列データが表示されている部分。

ページエッジ
レポートのページデータが表示されている部分。

データセル
レポートのデータが表示されている部分。

行エッジ、列エッジ、ページエッジ内に配置されているレポートの分析項目のことを「ディメンション」、ディメンショ
ンの中の値を「メンバー」、データセルに入っている数値のことを「メジャー」と呼ぶ。
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第第22章章: : レポートの作成レポートの作成
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作業の流れ

1. キューブの選択

2. レポートの設定

3. レポート名とフォルダの指定

作業の流れ

レポートを新規作成するには、以下の順に作業を行う。

1. キューブを選択する

　　［レポート作成－キューブ選択(1/3)］画面で、キューブを選択する。

2. レポートを設定する

　　［レポート作成－レポート設定(2/3)］画面”で、行エッジ、列エッジ、ページエッジの配置、表示するディメンション
のメンバー絞込み、データセルの色設定などを行う。

3. レポート名とフォルダの指定

　　［レポート作成－保存(3/3)]画面 で、レポート名とレポートを格納するフォルダを指定する。
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ステップ１：キューブの選択

キューブを選択

ステップ１：キューブの選択

レポートで表示するデータが格納されているキューブを選択する。

1. ツリー画面から［管理］－［レポート新規作成］を選択して［レポート作成－キューブ選択(1/3)］画面を表示す

る。

2. ［キューブ］リストボックスから、レポートで使用するキューブをクリックする。
［キューブのプロパティ］ボックスに選択されたキューブの情報が表示されるので、内容を確認する。

3. ［次へ］ボタンをクリックする。
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ステップ２：レポートの設定

セレクタでメンバー選択

エッジの入れ替え

ドリル設定

色の塗りつぶし設定

ステップ２：レポートの設定

レポートのレイアウト指定（行エッジ、列エッジ、ページエッジの配置）や、値の絞込み、色の塗りつぶし指定など
を行う。

1.レポートの初期設定と違うレイアウトにするには、移動したいディメンションまたはメジャーの［移動］アイコンを
クリックして、移動させたい位置へドラッグ＆ドロップする。

2.列エッジ、行エッジのドリル状態を変更するには、［＋］アイコン、［－］アイコンをクリックして表示・非表示を切
り替える。

3.必要に応じて、セレクタで値の絞込みを行う。
＊セレクタの使用方法については、『OpenOLAPユーザーマニュアル』『OpenOLAPユーザートレーニングマ

ニュアル』を参照のこと。

4.必要に応じて、データセルの色の塗りつぶしを行う。
＊色の塗りつぶし方法については、『OpenOLAPユーザーマニュアル』『OpenOLAPユーザートレーニングマ

ニュアル』を参照のこと。

5.［次へ］ボタンをクリックする。
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ステップ３：レポート名・フォルダの指定

レポート名入力

格納フォルダの選択

ステップ３：レポート名・フォルダの指定

レポートの格納先フォルダとレポート名を指定する。

1. ［レポート名］ボックスにレポート名を入力する（ 大桁数：30）。

＊既存レポートと名前が重複してもよい。
＊＊以下の文字列は使用できない。これ以降の入力項目も同様。
　　　　丸囲み文字（例：①など）、「<」、「>」、「&」、「‘」

2. ［保存先のフォルダ］ボックスからレポートを格納したいフォルダを選択する。

3. ［完了］ボタンをクリックする。
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演習: レポートの作成

演習: レポートの作成

1. ツリー画面から［管理］－［レポート新規作成］を選択して、［レポートの作成　－　キューブ選択(1/3)］画面を

開く。

2. キューブリストから“売上キューブ”を選択して、［次へ］ボタンをクリックする。

3. ディメンションのレイアウトや色の設定を上記のイメージのように変更して、［次へ］ボタンをクリックする。

4. レポート名と格納フォルダを次のように指定する。
レポート名：売上分析
格納フォルダ：レポート

5. ［完了ボタン］をクリックする。

6. ツリー画面から作成したレポートを選択して、内容を確認する。



OpenOLAP管理者トレーニングマニュアル

13

第第33章章: : フォルダ・レポートの管理フォルダ・レポートの管理
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フォルダ・レポートの管理

フォルダツリーフォルダツリー フォルダメンバーリストフォルダメンバーリスト

フォルダ・レポートの管理

レポート検索を効率的にするためにフォルダを作成したり、格納済みのレポートをフォルダに割り当てなおすな
ど、エクスプローラ風の操作でフォルダとレポートを管理することができる。
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フォルダの作成

フォルダ作成

1. ツリー画面から［管理］－［フォルダ・レポート管理］を選択して［フォルダ・レポートの管理］画面を表示する。

2. 新しいフォルダが所属することになる親フォルダをフォルダツリー上でクリックしてから、フォルダメンバーリ
ストの空白部分で右クリックしてポップアップメニューから［追加］をクリックする。

3. ダイアログボックスが表示されるので、［名前］ボックスにフォルダの名称を入力して、［OK］ボタンをクリック
する。（ 大桁数：30文字）

＊既存フォルダと名前が重複してもよい。

4. 親フォルダ内の一番下にフォルダが作成される。
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フォルダ・レポートの名称変更

フォルダ・レポートの名称変更

1. ツリー画面から［管理］－［フォルダ・レポート管理］を選択して［フォルダ・レポートの管理］画面を表示する。

2. 名前を変更したいフォルダまたはレポートをフォルダメンバーリスト上で右クリックしてポップアップメニュー
から［名前の変更］をクリックする。

3. ダイアログボックスが表示されるので、新しい名称を入力して［OK］ボタンをクリックする（ 大桁数：30） 。
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フォルダ・レポートの移動

ドラッグ＆ドロップ

フォルダ・レポートの移動

1. ツリー画面から［管理］－［フォルダ・レポート管理］を選択して［フォルダ・レポートの管理］画面を表示する。

2. 移動させたいフォルダまたはレポートをクリックして、移動先のフォルダへドラッグ＆ドロップする。
フォルダは以下の操作が可能。
　・フォルダツリーからフォルダツリーへ移動
　・フォルダツリーからフォルダメンバー一覧へ移動
　・フォルダメンバー一覧からフォルダツリーへ移動
　・フォルダメンバー一覧からフォルダメンバー一覧へ移動
メジャーは以下の操作が可能。
　・フォルダメンバー一覧からフォルダツリーへ移動
　・フォルダメンバー一覧からフォルダメンバー一覧へ移動

＊フォルダまたはレポートを複数選択して移動させることも可能。
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フォルダ・レポートの削除

フォルダ・レポートの削除

1. ツリー画面から［管理］－［フォルダ・レポート管理］を選択して［フォルダ・レポートの管理］画面を表示する。

2. 削除したいフォルダまたはレポートをフォルダメンバーリスト上で右クリックしてポップアップメニューから［削
除］をクリックする。

＊フォルダ内にレポートまたはフォルダが格納されている場合は同時に削除され、この削除を取り消すことはで
きない。フォルダ内に必要なレポートが残っていないか十分に確認してからフォルダを削除すること。
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演習：フォルダ・レポートの管理

演習：フォルダ・レポートの管理

1. ツリー画面から［管理］－［フォルダ・レポート管理］を選択して、［フォルダ・レポート管理］画面を開く。

2. フォルダツリーの「フォルダ・レポート管理」の直下に以下のフォルダを作成する。
フォルダ名：テスト

3. 「テスト」フォルダを以下の名前に変更する。
フォルダ名：テスト２

4. 「テスト２」フォルダを「営業部」フォルダの下に移動する。

5. 「売上分析」レポートを「レポート」フォルダから「経理部」フォルダへ移動する。

6. 「テスト２」フォルダを削除する。



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for high quality pre-press printing. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later. These settings require font embedding.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308030d730ea30d730ec30b9537052377528306e00200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /FRA <>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee575284e8e9ad88d2891cf76845370524d6253537030028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f0030028fd94e9b8bbe7f6e89816c425d4c51655b574f533002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c9069752865bc9ad854c18cea76845370524d521753703002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f300290194e9b8a2d5b9a89816c425d4c51655b57578b3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


